
y
ク
技
能
士
、
建

リ

1
ト
プ
ロ
ッ
ク

ム
ク
ス
テ
リ
ア
プ

屯
プ
ロ
ッ
ク
堺
診

蹄
エ
ク
ス
テ
リ
ア

吾
)
、
磁
用
改
善
推

串
業
(
能
力
開
発

ヰ
齢
労
働
者
の
活

り
増
強
な
ど
を
盛

いる。
りお
業
計
画
に
は
、

で
普
及
、
技
術
附

官、
協
会
の
施
工
技

主
管
理
に
闘
す
る

活
動
1
の
4
項
目

庁、こ

C
2
h援
術

J

い
て
は
、
日
月
に

国
特
定
法
面
協
会

主
部
と
の
合
同
開

u
て
い
る
。

一
部
長
を
除
く
)
は

一長
】
九
十
歩
昌

一設
広
門
出
支
庖
長

思
茂
人
・
田
本
益

四
営
柴
所
長
、

成

国
建
設
工
業
広
島

円
田
秀
樹

・
東
輿

ク
中
四
国
支
底

土
口
・
ケ
ミ
カ
ル
グ

国
営
業
所
長

一の
議
事
で
は
、
日曜

A
E
珂
を
選
出
し
、
幻

遁
盟
ロ
・収
支
決

成
例
年
度
事
業
計

字
ぬ
菜
、
理
邸
池

百
件
な
ど
串
揖
宿
線。

Z
E
一致
で
承
認
可

事
一過
任
に
関
す
る

谷
会
長
を
は
じ
め

ま
凶
を
決
定
し
た
。

国
主
に
マ
業
界
の

E
資
料
及
び
情
報

開
連
業
界
と
の
郡

山
と
情
報
交
換
マ

開
制
度
に
対
す
る

り
習
得
マ
再
生
混

出
民
索
混
合
物
の

用
促
進
マ
関
係
官

怖
団
体
と
の
な
見

密
資
制
度
・
自
主

U

研
究
促
進
マ
技

回
励
の
充
実

な

}
て
い
く
。

平
口
洋
氏
、
石
間
良
三
広
島

県
議
会
議
員

(
代
理
)
、
繁
徹

範
山
口
県
支
部
長
が
来
賓
挨

拶
で
、
業
界
並
び
に
協
会
へ

の
今
後
の
期
待
と
激
励
の
一
言

葉
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
創
出
親
に
入
り
、

テ
ー
ブ
ル
を
屈
ん
で
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深

め
た
。

た。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
三

原
労
働
基
準
監
督
署
の
奥

原
英
記
署
長
が
出
席
。
ロ
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、
深
山
社
長

は
「
災
害
発
生
原
因
の
多
く

鳥
取
、
松
江
で
補
修
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
一
社
)
コ
ン
ク
リ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
(
徳
納

武
使
会
長
M
写
真
)
の
主
催

に
よ
る

「コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
補
修
・
補
強
に
関
す

る
フ
ォ
l
-ワ
ム
」
が
ロ
日
に

鳥
取
市
、
日
日
に
は
松
江
市

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
円
周

取
会
場
(
ふ
り
ぎ
ん
文
化
会

館
)
に
は
約

ω人
、
松
江
会

場
(
総
江
主
ル
サ
)
に
は
約

工
O
O
人
が
参
加
。
塩
害

-

A
S
R
芝
有
効
な
亜
聖

リ
チ
ウ
ム
の
圧
入
技
術
や
測

落
防
止
対
策
工
法
に
関
す
る

約
3
時
間
の
秘
演
を
熱
心
に

聡
開削
し
た
。
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
塩
害

・

中
性
化
・

A
S
Rな
ど
に
よ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
郁
造
物
の

コンクリートメンテナンス協会

劣
化
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

E
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
の
圧
入
工

法
な
ど
を
中
心
と
し
た
対
策

技
術
を
広
く
紹
介
す
る
も

の
。
広
島
で
始
ま
っ
た
同
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
今
で
は
中
園
地

方
だ
け
で
な
く
東
京

・
大

阪
・
九
州
・
四
固
な
ど
全
国

各
地
に
波
及
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
会

場
で
も
多
く
の
関
係
者
が
参

加
。
白
根
県
で
は
昨
年
日
月

に
続
い
て
2
回
目
、
鳥
取
で

は
今
回
で
3
回
目
の
開
催
と

な
る
。国
頭
で
は
徳
納
会
長
が
協

会
の
取
組
み
経
緯
な
ど
を
説

明
し
た
の
ち
、
「
材
料

・
工

法
の
組
み
合
わ
せ
で
色
々
な

選
択
肢
が
あ
る
が
、
劣
化
原

因
の
把
握
、
要
求
性
能
の
決

定
、
材
料

・
工
法
選
定
と
段

階
を
踏
め
ば
補
修
は
離
し
く

な
い
。
当
協
会
は
工
法
協
会

で
は
な
い
が
、
本
日
は
我
々

を
行
い
、
社
員
で
は
優
良
臼

に
「
尾
道
造
船
側
岸
壁
等

施
設
老
朽
化
対
策
工
事
」な

ど
6
作
業
所
、
特
別
伐
と
し

て
「
三
原
く
す
の
き
苑
新
築

工
事
」
を
選
出
。
協
力
会
社

で
は
、
特
別
口
に
藤
井
興

業
、
内
海
潜
水
、
彩
成
の
3

社
を
表
彰
し
た
。

ま
た
、
広
島
県
か
ら
優
良

が
れ胤
終
的
に
た
ど
り
っ
き
、

土
木
学
会
や
財
料
学
会
等
で

も
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る

『
亙
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
圧
入
工

法
』
を
中
心
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
が
美
し
く
、
機
能
的

に
延
命
で
き
る
よ
う
寄
与
で

き
れ
ば
幸
い
だ
し
、
質
問
い

た
だ
り
る
方
々
は
ぜ
ひ
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
挨
拶

し
た
。講
演
は
第
1
部
と
第
2
部

に
分
か
れ
、
第
1
部
で
は
極

東
興
和
の
江
良
和
徳
氏
(
工

学
博
土
)
が

「コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
調
査
・
診
断
・

補
修
設
計
か
ら
補
修
工
事
・

追
跡
調
査
ま
で
」
を
テ
l
マ

に
、
過
去
の
診
断
事
例
を
踏

ま
え
な
が
ら
劣
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
補
修
工
法
選
定
の
考
え

方
を
解
説
。
メ
イ
ン
と
な
る

亙
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
を
用
い
た

補
修
工
法
に
つ
い
て
も
詳
し

く
説
悶
し
、
適
切
な
評
価
・

診
断
と
工
法
の
週
定
、
施

工
・
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

の
鐙
要
性
を
説
い
た
。

ま
た
、
第
2
部
で
は
日
本

ペ
イ
ン
ト
の
中
丸
大
仰
氏
が

「コ
シ
ク
リ
l
卜
剥
藩
防
止

と
塗
一
郎
一
型
剥
落
防
止
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
塗

る
だ
け
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

の
剥
落
を
防
止
で
き
る
「
割

れ
な
い
塗
膜
・
タ
フ
ガ
l
ド

Q

R

工
法
」
を
紹
介
し

た。
な
お
、
こ
の
日
紹
介
さ
れ

た
技
術
は
い
ず
れ
も
N
E
T

-sに
登
録
済
み
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

等
は
同
協
会
事
務
局
(電
話

0
8
2
1
1
5
4
1
1
0
1
3
 

3
)
ま
で
。

あ
い
さ
っ
す
る
深
山
社
長

比
お
・4
%岨

梢
負
金
額
時

0
0
万
円
司

(工
9
6鐙

こ
れ
を
且

金
額
で
み
τ

法
人
等
」山

路
や
国
立
+

牽
引
し
て

7

・6
%揃

4
月
受
注
高
は
3
兆
酬
億
円
町

中
園
地
域
側
億
捌
万
円
の

mwm

国
土
交
通
省
は
、
平
成
凶
年

4
月
分
の
建
飯
工
事
受
注
動

態
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し

た
。
4
月
の
受
注
高
は
3
兆
1

0
1
0
億
円
で
、
前
年
同
月
比

お
・7
%
増
加
し
た
J
2
2元
請

受
注
高
は
2
兆
1
4
4
9
億

円
で
、
同
犯
・5
%
増
加
し
、
下

街
受
注
高
は
9
5
6
1惚
円

で
、
同
位
・8
%
増
加
し
子
、
業

担
別
で
は
、
総
合
工
事
業
は
工

兆
8
9
7
5
惚
円
で
、
同
初
・

0
%
増
、
職
別
工
事
栄
は
3
5

8

8億
円
で
、
同
犯
・6
%
増
、

殴
備
工
事
業
は
8
4
4
7
億

円
で
、
岡
田
・
1
%
増
と
な
っ
た
。

元
請
受
注
高
の
う
ち
公
共

機
関
か
ら
の
受
注
高
は
4
3

6
7
億
円
で
、
前
年
同
月
比

m
・
0
%
増
、
民
間
等
か
ら
は

1
兆
7
0
8
1
億
円
で
、
同

4
・
2
%
培
と
な
っ
た
。
工
事

組
類
別
で
は
、
土
木
工
事
は

5

0
9
6
偲
円
で
、
同
初

・
6
%

培
、
建
築
工
事
は
工
兆
3
0
8

3
偲
円
で
、
同
町
出
・3
%
増
、
機

械
装

m等
工
事
は
3
2
6
9

偲
円
で
、
同
1
3
7
・
6
%
増

と
な
っ
た
ロ
業
麗
別
で
は
、
総

合
工
事
業
は
1
兆
5
1
2
2

億
円
で
、
同
幻
・8
%
培
、
職
別

工
事
業
は
8
1
6
億
円
で
、
同

U
M

・
6
%増
、設
備
工
事
業
は

5
5
1
0億
円
で
、
岡
山
凹

・
0

%
増
と
な
っ
た
。

公
共
機
関
か
ら
の
受
注
工

事
(
工
件
5
0
0
万
円
以
上
の

工
事
)
額
は
3
9
9
6
億
円

で
、
前
安
同
月
比

ω・
2
%相

加
し
た
J
2
D「
国
の
機
関
」
か

ら
は
1
B
1
B
偲
円
(
国
7
4

9
偲
同
、
独
立
行
政
法
人
2
3

7
億
円
、
政
府
関
連
企
業
等
8

3
3億
円
)
で
、
問
符
・5
%
増

加
し
、
「
地
方
の
機
関
」か
ら
は

2
1
7
8
億
円
(
都
道
府
県
7

8
7
億
円
、
市
区
町
村
9
7
5

億
円
、
地
方
公
醤
企
業
3
0
1

偲
円
、
そ
の
他
1
1
5億
円
)

で
、
同
日
・
7
%
増
加
し
た
。
工

事
分
類
別
に
み
る
と
、

E-a額

の
多
い
の
は
「
道
路
工
事
」
1

3
4
4
偲
円
、
「一撃育
・
病
院
」

6
4
2
偲
円、
「治
山・
治
氷
」

3
4
3億
円
で
あ
っ
た
。

民
間
等
か
ら
の
受
注
工
事

で
は
、
建
築
工
事

・
建
築
設
偏

工
事
(
1
件
5偲
円
以
上
の
工

事
)
の
受
注
工
事
額
は
3
5
0

0
偲
円
で
、
前
年
同
月
比
M
・

1
%
増
加
し
た
。
発
注
者
別
で

は
、
不
動
産
業
1
1
6
4
億

円
、
サ
ー
ビ
ス
業
9
5
3億

円
、
製
造
柴
6
0
4
一億
円
、
卸

事
用
、
小
売
業
2
3
2
億
円、

運
輸
梨
、
郵
便
栄
1
5
1偲
円

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
工
事
種

類
別
で
は
、
「住
宅
」
9
2
8
偲

円
、
「
事
務
所
」
5
8
1
億
円、

「
工
場
・発
低
所
」
4
6
4億
円

で
あ
っ
た
。
土
木
工
事
及
び
機

械
装
置
等
工
事
(
1
件
5
0
0

万
円
以
上
の
工
事
)
の
受
注
工

事
額
は
3
4
6
4
億
円
で
、
同

釘
・
7
%
増
加
し
た
。発
信
者

別
で
は
、
低
気
・
ガ
ス

・
熱
供

給
・
水
道
業
1
5
52
偲
円、

製
造
業
8
2
9
偲
円
、
運
輸

業
、
郵
便
栄
3
9
8偲
円、
情

報
通
信
業
2
4
8
億
円
、
サ
ー

ビ
ス
栄
1
9
1億
円
な
ど
。
工

務
租
類
別
で
は
、
「
機
械
装
恒

等
工
事
」
2

の
他
の
土
士

円
、
「
鉄
道
T

で
あ
っ
た
。

-

中
園
地
同

種
計
で
9円

万
円
(
総
合

9
5
0
0
一
九

1
3
2
億
且

工
事
業
2
q

万
円
)
で
、
的

%
増
加
、
ヨ

6
1
0
惚
A

機
関
工
1
n

円
、
民
間
等

O
万
円
)
で

加
、
下
請
受
一

2
6
0
0十円

%
増
加
し
骨

県
別
の
蛇

【②
受
注
一

注
高
(
公
共
日

下
街
再
ま
は
官

ら
の
受
注
T

地
方
の
機
聞

か
ら
の
受
沖

建
築
飯
備
T

木
工
事
及
刊

事
合
計
、
カ

同
月
比
】

マ
鳥
取田

0
0
万
円
(一

偲
6
5
0口

増

)
(
M偲
1

偲
5
0
0
n

1
0
0
方
同

部
惚
7
0
n

v
d凧
)(U冊

M
mb
9
0
0
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